
泥んこになったけど、いっぱい苗を植えました !!

　６月18日に橿原市田中町で、川上小学校４・５年生が「田植え体験」を行

いました。

　これは、大和平野土地改良区と川上村の主催で昨年から実施している「水

のつながりプロジェクト」の一環で、吉野川分水によってつながっている平

野部との交流や体験を通じて水源地の役割などを学習しています。

　子ども達は暑い中、手足をドロドロにしながら一生懸命苗を植えていました。

平成25年７月10日発行

田 植 え 体 験田 植 え 体 験
泥んこになったけど、いっぱい苗を植えました !!

第３回村議会定例会　　　　　　２

ちびっこ増やし隊　　　　　　　６

源流教室　　　　　　　　　　　７

後期高齢者被保険証　　　　　　９

かわかもんがゆく　　　　　　　10

職員募集　　　　　　　　　　　16
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◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

◆
平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
１
億

１
、
３
０
０
万
を
追
加
し
、
予
算
総
額

は
３
１
億
５
、
２
０
１
万
２
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
財
政
調
整
基
金
積

立
金
の
追
加
が
行
わ
れ
た
も
の
が
主
な

内
容
で
す
。

◆
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
延
滞
金
等
の
利
率
の
引
き
下
げ
、
ふ

る
さ
と
寄
付
金
に
係
る
寄
付
税
額
控
除

の
見
直
し
、
復
興
支
援
の
た
め
の
税
制

上
の
措
置
の
適
応
、
耐
震
改
修
を
行
っ

た
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措

置
の
拡
充
を
し
た
も
の
が
主
な
内
容
で

す
。

◆
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ

た
人
が
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
場
合
に
お
い

て
、
現
行
の
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

措
置
の
期
間
を
延
長
す
る
等
の
改
正
で

す
。 

◎
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
村
及
び
国

の
財
源
を
回
す
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

25
年
７
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
の
間
、
全
職
員
の
給
料
月
額
を

４
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

◎
村
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に
つ
い

て
　
大
滝
ダ
ム
の
完
成
に
伴
い
、
19
路
線

の
村
道
認
定
と
４
路
線
の
廃
止
を
行
う

も
の
で
す
。

◎
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正
に

つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
８
、

０
０
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は

24
億
１
、
１
８
８
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
、
ふ
る
さ
と
復
興
協
力
隊
委
託
金
な

ど
の
追
加
な
ど
が
行
わ
れ
た
も
の
が
主

な
内
容
で
す
。

◎
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

　
財
政
上
、
有
利
な
借
り
入
れ
の
で
き

る
過
疎
対
策
事
業
債
を
充
当
で
き
る
事

業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
得
た
も
の
で
す
。
主
に
、
水
道
施

設
の
整
備
計
画
及
び
南
和
病
院
の
整
備

計
画
を
一
部
変
更
し
た
も
の
で
す
。

◎
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
財
政
上
、
有
利
な
借
り
入
れ
の
で
き

る
辺
地
対
策
事
業
債
を
充
当
で
き
る
事

業
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
得
た
も
の
で
す
。
主
に
、
道
路
の

改
良
の
計
画
事
業
費
を
変
更
し
た
も
の

で
す
。

◎
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
の
設
立
に
関

す
る
協
議
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
を
設
立
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
構
成
市
町
村
と
協
議

の
う
え
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
議
決
を

求
め
た
も
の
で
す
。

◎
吉
野
広
域
行
政
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

　
奈
良
県
知
事
の
許
可
の
日
か
ら
新
た

に
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ

る
こ
と
と
老
人
福
祉
施
設
業
務
の
変
更

に
伴
い
、
構
成
市
町
村
と
協
議
の
う
え

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

◎
吉
野
広
域
行
政
組
合
の
規
約
変
更
に

伴
う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
関

し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
奈
良
県
知
事
の
許
可
の
日
か
ら
新
た

に
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
吉
野
広
域
行
政
組
合

の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
に
伴
う

財
産
処
分
に
関
し
、
構
成
市
町
村
と
協

議
の
う
え
、
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

◎
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に

つ
い
て

　
吉
野
広
域
行
政
組
合
消
防
費
負
担

金
、
林
道
維
持
補
修
等
事
業
の
実
施
を

翌
年
度
に
延
期
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
度
予
算
に
繰

り
越
す
計
算
書
を
報
告
し
た
も
の
で

す
。

　
平
成
25
年
第
３
回
川
上
村
議
会
定
例
会
が
６
月
11
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
議
案
を
上
程
、
全
議
案
に
つ
い
て
説
明

と
質
疑
が
行
わ
れ
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回

川
上
村
議
会
定
例
会
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「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

「
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
　

栗
山
で
す
」

　
大
谷
村
政
か
ら
バ
ト
ン
を
引
継
ぎ
、

水
源
地
の
村
づ
く
り
と
称
し
た
「
総
合

計
画
」
を
具
現
化
し
て
い
く
こ
と
を
最

大
の
使
命
と
し
、
一
心
に
走
っ
て
き
て

間
も
な
く
１
年
に
な
り
ま
す
。

　
国
や
県
、
村
外
各
地
に
向
け
て
の
発

信
は
も
と
よ
り
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
は

「
行
政
と
集
落
の
〝
距
離
〟
を
縮
め
、

も
っ
と
も
っ
と
身
近
に
感
じ
合
え
る
よ

う
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
集
落
懇
談
会
を

始
め
た
り
、
村
づ
く
り
塾
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
も
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
父
母

に
よ
る
「
子
ど
も
増
や
し
隊
」
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。
自
主
的
に
村
政
を
考
え

る
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
こ
と
は
嬉
し

い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
ら

が
村
や
集
落
の
元
気
・
活
力
を
取
り
戻

す
礎
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
地
域
づ
く
り
の

〝
達
人
〟
が
口
を
揃
え
て
言
い
切
る

「
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
」
と
「
地
域

の
魅
力
を
創
り
だ
す
こ
と
」
を
い
か
に

実
践
す
る
か
で
あ
り
ま
す
。

　
森
と
水
の
源
流
館
に
来
て
、
８
年
目

に
な
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、
吉
野
川
源

流
―
水
源
地
の
森
の
生
態
調
査
が
ご
縁

で
、
川
上
村
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
関
わ
り
の
中
で
、
私

を
惹ひ

き
つ
け
て
や
ま
な
か
っ
た
の
は
、

世
界
の
中
で
も
類た

ぐ

い
希
な
生
物
の
多
様

な
自
然
環
境
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

自
然
環
境
と
共
存
し
て
、
守
っ
て
き
た

川
上
村
の
民
俗
文
化
に
つ
い
て
も
敬
意

を
感
じ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
７
年
間
で
、
こ
の
川

上
村
の
自
然
に
も
大
き
な
変
化
が
あ

り
、
大
変
な
驚
き
と
驚
威い

を
感
じ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
私
が
来
た
時
に
は
、

ま
だ
、
三
之
公
や
北
股
な
ど
一
部
に
分

布
が
限
ら
れ
て
い
た
ヤ
マ
ビ
ル
は
西
河

ま
で
分
布
が
広
が
り
、
い
ま
や
ほ
と
ん

ど
の
集
落
で
見
ら
れ
る
ほ
ど
普
通
種
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
初
夏
に
は
寺

尾
付
近
か
ら
下
多
古
あ
た
り
ま
で
の
国

道
沿
い
で
、
要
注
意
外
来
生
物
、
ハ
リ

エ
ン
ジ
ュ
（
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
）
の
木
々

が
白
い
花
を
ぶ
ら
下
げ
ま
す
。
白
川
渡

周
辺
の
国
道
沿
い
で
は
、
特
定
外
来
生

物
の
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
黄
色
い
花

が
ま
る
で
じ
ゅ
う
た
ん
を
広
げ
た
よ
う

に
咲
き
乱
れ
ま
す
。
音
無
川
の
川
上
小

学
校
付
近
の
河
原
で
は
同
じ
く
特
定
外

来
生
物
で
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
の
親

分
の
よ
う
な
大
型
の
草
本
、
オ
オ
カ
ワ

ヂ
シ
ャ
が
、
河
原
を
占
拠
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
迫
や
高
原
付
近
で
は
、
大
峰
山
系
で

猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
猛
毒
植
物
、
ジ

キ
タ
リ
ス
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
花
々
は
私
が
川
上

村
に
来
始
め
た
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
見
な

か
っ
た
植
物
で
す
が
、
い
ま
や
普
通
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
ビ
ル
は
大
型
ほ
乳
類
の
血
液
を

エ
サ
に
す
る
た
め
、
こ
の
分
布
域
の
拡

大
は
恐
ら
く
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
域

の
拡
大
や
変
化
に
関
係
し
た
も
の
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
全
国
的
に
増
加
す
る

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
問
題
は
、
詳
し
く
は
紹

介
し
ま
せ
ん
が
、
近
年
の
人
と
自
然
と

の
関
係
の
変
化
が
原
因
だ
と
推
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か

す
さ
ま
ざ
ま
な
外
来
種
は
、
道
路
が
良

く
な
っ
て
車
に
引
っ
付
い
て
き
て
入
っ

た
り
、
園
芸
用
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の

が
逸
出
し
た
り
し
た
も
の
が
増
え
て

い
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
外
来

種
は
、
見
た
目
は
美
し
い
で
す
が
、
川

上
村
在
来
の
植
生
を
破
壊
し
、
ひ
い
て

は
美
し
い
川
上
村
の
景
観
を
も
変
え
て

し
ま
う
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

で
き
れ
ば
、
人
と
自
然
の
共
生
す
る
森

の
姿
、
外
来
種
の
影
響
を
受
け
な
い
、

純
粋
な
川
上
村
産
の
生
き
物
の
織
り
な

す
自
然
景
観
を
取
り
戻
し
、
未
来
に
繋つ

な

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
華
々
し
さ
は
無
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
他
に
は
無
い
貴
重
な
景
観
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

森
と
水
の
源
流
館
：
木
村
全
邦

3

　11月23日（土）24日（日）に本村にて、

南部地域産業振興推進大会を行います。そ

の大会中、奈良に新たな食の名物を生み

出し、南部地域の食産業の発展を目指す

「村おこし弁当決定戦（仮称）」を開催し

ます。商売をされている方はもちろん、素

人の方でも出場できますので、興味がある

方は役場地域振興課にお問い合わせくださ

い。

　なお、申し込みの締め切りは７月19日（金）

までとさせていただきます。

【お問い合わせ】

役場地域振興課　℡ ５２－０１１１

村おこし弁当決定戦（仮称）

参加者募集！
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教育かわかみ　第７回 教育長通信

弓場盛正教育長

川上小学校校舎

川上中学校校舎

がんばりタイム

全校登山（Ｈ24伯母谷覗）

親子理科教室

やまびこ太鼓の演奏

　奈良県公式ホームページには、県内の各市町村教育委員会からの教育アピールが掲載されていま

す。これは、そこに載せている本村教育委員会のアピール文です。奈良県教育委員会教職員課の

ホームページ「わが市町村からの教育アピール」を開くと、他の市町村の教育アピールも見られま

すのでご参考にしてください。

☆教育長アピール

☆教育長アピール

川上村教育委員会

「村づくりは人づくり －ダム後の新たな村づくり－」

　平成25（2013）年、川上村は大迫ダム、大滝ダムという２つの大きな国営ダムの竣
しゅん

工を終えま

した。５月末現在、世帯数は1,000世帯、人口は1,700人を割り、児童数27人、生徒数16人、高齢化

率53％を超えるという村の状況ですが、新しい村長のもと、村民一丸となって決意新たにダム後の

新しい村づくりに向けて出発しました。

　村教育も村とともに心新たに出発しました。平成21年より取り組んでいる「川上村義務教育プラ

ン」に則
のっと

り、小・中学校の連携をさらに強化し、小学校入学９年後に迎える子どもたちの進路決定

が子どもや保護者の望みに叶うよう取り組みます。  

○ふるさと川上村での学びを生かし、新しい時代を〈切り拓く〉子ども
・確かな能力を備え、広い世界へはばたく子ども

・お互いを尊重し、ともに生きる子ども

・ふるさとを学び、愛し、大切にする子ども

☆求める教師像

☆川上村教育委員会の取組

☆村内小・中学校の活動

　・指導力と実行力を備えた先生　・子どもと地域を愛する先生　・ボランティア精神豊かな先生

　「魅力ある学校づくり」や「地域とともにあゆむ学校づくり」を推進し、地域に愛され支援され

る学校づくりを目指しています。また、村内外への教育情報提供を積極的に行い、確かな教育や自

然・人情豊かな川上村を再認識していただけるよう取り組みます。
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今

、
学

校

で

体育委員会が運営し、全校で思
い切り体を動かします。金曜日
の朝を楽しみに登校する子ども
たちの姿も見られます。

学年毎に詩の発表をし、全校児
童が声をそろえて音読もしま
す。今年から始まった集会です。

１年間に１回全員がスピーチを
行います。６年生が司会をして、
質問コーナーも設けています。

人権に関する話を教員が交代で
行います。５月は「ともだち」
の絵本を読み聞かせし、考え合
いました。

第１回目は、保健給食委員３名
による「食事のマナー」に関す
る劇を見て、考え合いました。

全校を４つの班に分け、遠足の
めあてを決めたり、全校遊びを
班対抗で行ったりしています。

全 校 遊 び

音 読 集 会

全校スピーチ

いきいき・わくわく　朝の活動

人 権 集 会

委員会発表

たてわり活動

　
川
上
小
学
校
の
朝
は
、
と
て
も
忙
し
く
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
朝
の
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

月
・
火
・
木
曜
日

　
　
全
校
か
け
足
（
５
分
間
）

　
　
読
書
タ
イ
ム
（
10
分
間
）

　
　
学
級
朝
の
会
（
５
分
間
）

水
曜
日

　
　
全
校
集
会
　
（
20
分
間
）

　
　
学
級
朝
の
会
（
５
分
間
）

金
曜
日

　
　
全
校
遊
び
　
（
20
分
間
）

　
　
学
級
朝
の
会
（
５
分
間
）

　
こ
れ
ら
の
朝
の
活
動
は
、
体
を
動
か
す
、
読

書
力
を
つ
け
る
、
発
表
力
を
つ
け
る
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
つ
け
る
、
知
識
を
深
め

る
、
音
楽
に
親
し
む
、
な
か
ま
づ
く
り
を
す

る
、
人
権
意
識
を
高
め
る
・
・
・
な
ど
多
く
の

力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
朝
の
活
動
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
学
習

を
始
め
る
た
め
の
活
力
と
な
る
よ
う
に
内
容
を

考
え
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
校
生

活
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
、
生
活
点
検
を
行

い
、
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
飯
な
ど
の
規
則
正

し
い
生
活
へ
の
意
欲
づ
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
校
長
　
廣
田
）
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村民の皆さんへ向けて一言!!

　村民が楽しく暮らし「川上村ってうらやましい！」と思ってもらえるような村になってほしい

です。

　今後、様ざまな面で村内の皆さんにご協力をお願いすることがあると思いますが、子どもたち

のため、みんなのために知恵やチカラをお貸し頂けると、とても嬉しいです。

私たちが忘れかけていたこと、川上村の良い所・ステキな所もたくさん見つけ、昔、お父さん

やお母さん、お爺ちゃんやお婆ちゃん、近所のおっちゃんおばちゃんに教えてもらったことを子

どもたちにも伝えていきたいと思います。

ちなみに…『むらのこども』が
何人いるかご存知ですか？

現在の小学１年生は同級生が
いなかったことがあると聞き
ましたが・・・？

　現在の小学１年生は５歳まで同級生がい

ませんでした。

　その後、役場の取り組みである「住まい

るネット」を通じ、入学までに３世帯の転

入がありました。

　結果、同級生が３人増え、４人で入学式

を迎えることができました。

　人数は少ないかもしれませんが１人が４

人に!!

　とても大きな出来事でした。

今、話題になっていることや
心配な点は・・・？

　やはり、子どもの人数の少なさが気にな

ります。

　小学校では２年生が２名です。

保育園以下になると同級生のいない学年

も複数あります。とても深刻な問題です。

　また、高校進学時には、弟妹も含めた家

族で村外へ転出してしまうことに対して、

良い手立てはないのか。

村内から高校への通学手段は、親の送迎

が必要となり、各家庭への負担が軽くなる良

い方法がないかなど、みんなで考えています。

「ちびっこ増やし隊」って
　どんな活動をしてるの…？

　私たち「ちびっこ増やし隊」は、子育て

や生活等の不安や悩み、思いをみんなで共

有し、より良い方向へ持っていけるよう

『今、自分たちができること』『今、ある

事（もの）の再確認』をみんなで考え、動

きたいと思っています。

　私たちが動き出すことで、村の活性化に

繋がり、子育て世代の移住者が増えてくれ

ることを切に願います。

川上村ちびっこ増やし隊が
動きだしています!!

川 上 村 の 子 ど も
中学校　16名

小学校　27名

保育園　12名（４学年）

平　均　4.2人／学年

川上村ちびっこ増やし隊が
動きだしています!!

　今、村内で子育て中のお母さん、お父さんを中心とした

「川上村ちびっこ増やし隊」という団体が活動しています。

　今回はその人達にお話しを聞いてきました。
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こんなにキレイな水があるんだ ～源流からの水の流れ～

左上）　プロジェクターを使った授業の様子です。

下）　　自分たちで作った木工クラフトを片手に笑顔でポーズ

左）　　出張教室ではおなじみの「学べる屋台」色んな森の教
材やしかけがあるよ

左下）　鹿の角・・・・でかっ!!!

　
実
物
の
鹿
の
角
や
ド
ン
グ
リ
、
色

ん
な
種
類
の
木
を
並
べ
る
と
、
興
味

深
々
で
触
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
し
て

い
ま
し
た
。

　
教
室
を
終
え
て
児
童
に
話
を
聞

く
と
、
「
国
語
で
習
っ
た
も
ち
も
ち

の
木
が
出
て
き
た
の
が
嬉
し
か
っ

た
。
」
「
鹿
の
角
が
大
き
く
て
び
っ

く
り
し
た
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が

返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
源
流
館
の
木
村
さ
ん
は

「
こ
の
教
室
を
き
っ
か
け
に
源
流
の

森
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
是
非
川
上
村
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
児
童
に
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。

　
６
月
24
日
（
月
）
和
歌
山
市
立
宮
北
小
学
校
で
森
と
水
の
源
流
館
主
催
の
出
張

源
流
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、「
緑
の
ダ
ム
」
と
し
て
の
森
林
の
役
割
、
和
歌
山
市
と
川
上
村
の

繋
が
り
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
源
流
の
木
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
な
ど
も
行
い
、
児
童
は
夢
中

に
な
っ
て
工
作
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
の
授
業
を
児
童
は
真
面
目
に
視
聴
し
、
源
流
の
生
き
物
た

ち
が
映
る
と
キ
ラ
キ
ラ
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
宮
北
小
学
校
か
ら
、源
流
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
間
に
、ど
ん
ど
ん
水
が
綺
麗
に
な
っ

て
い
く
様
子
を
見
て
、
児
童
は
「
水
っ
て
こ
ん
な
に
キ
レ
イ
に
な
る
ん
だ
。」
と

感
心
し
て
い
ま
し
た
。
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平
成
25
年
６
月
14
日
の
厚
生
労
働
省

の
専
門
家
検
討
部
会
に
お
い
て
、
予
防

接
種
の
副
反
応
に
つ
い
て
専
門
家
に
よ

る
分
析
・
評
価
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
接
種
後
に
ワ
ク
チ
ン
と
の

因
果
関
係
を
否
定
で
き
な
い
持
続
的
な

体
の
痛
み
等
の
副
作
用
の
報
告
が
あ
る

こ
と
を
受
け
、
積
極
的
に
接
種
を
勧
め

る
こ
と
を
一
時
差
し
控
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
定
期
接
種
と
し
て
の
取
扱
い
に
変
更

は
な
く
、
接
種
対
象
者
の
う
ち
希
望
さ

れ
る
方
は
接
種
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
予
防
接
種
の
副
作
用
に
対
し
て
理

解
と
同
意
を
得
た
上
で
の
接
種
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
福
祉
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
福
祉
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
今
年
も
風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
お
腹
に
い
る
赤
ち
ゃ
ん

に
も
感
染
し
、
「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」
と
い
う
難
聴
、
先
天
性
心
疾
患
、
白
内
障
な
ど
を
も
っ
た
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
風
し
ん
の
流
行
を
防
ぎ
、
風
し
ん
か
ら
妊
婦
と
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
を

守
る
た
め
に
、
川
上
村
で
は
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
及
び
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

対
象
者

　
川
上
村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
で
、
以
下
の
方
が
対
象
で
す
。

①
平
成
7
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
妊
娠
希
望
及
び
予
定
の
女
性
と
そ
の
配
偶
者

※
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
生
ワ
ク
チ
ン
で
す
の
で
、
妊
婦
が
接
種
す
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
2
ヶ
月
間
は

避
妊
し
て
く
だ
さ
い
。

②
妊
婦
の
夫
ま
た
は
妊
婦
と
同
居
し
て
い
る
家
族

対
象
ワ
ク
チ
ン

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

②
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
接
種
し
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
川

上
診
療
所
で
も
接
種
で
き
ま
す
。

接
種
費
用

　
対
象
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
1
回
分
を
全
額
負
担
い
た
し
ま
す
。
医
療
機
関
で
接
種
後
、
申
請
時
に
必
要
な
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
後
日
接
種
費
用
を
お
振
込
み
い
た
し
ま
す
。

対
象
期
間

　
平
成
25
年
4
月
1
日
～
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
の
接
種
（
申
請
の
受
付
は
平
成
26
年
4
月
4
日
ま
で
）

申
請
時
に
必
要
な
も
の

１･

接
種
者
氏
名
、
接
種
年
月
日
、
接
種
ワ
ク
チ
ン
名
、
接
種
費
用
、
接
種
医
療
機
関
名
の
記
載
と
医
療
機
関
の
押
印
が
あ
る
領

収
書
の
原
本
（
領
収
書
に
記
載
が
な
い
場
合
、
予
防
接
種
済
証
や
診
療
明
細
書
な
ど
の
予
防
接
種
を
受
け
た
内
容
を
証
明
で

き
る
書
類
）

２･

認
印

３･

振
込
先
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
　

４･

村
外
に
住
民
票
が
あ
る
妊
婦
が
川
上
村
に
里
帰
り
し
て
い
る
場
合
の
同
居
家
族
の
方
は
、
母
子
健
康
手
帳

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

～
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
補
助
し
ま
す
～

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
　
　
　
接
種
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
　
　
　
接
種
に
つ
い
て
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熱
中
症
は
気
温
や
湿
度
な
ど
の
環
境

条
件
だ
け
で
は
な
く
、
体
調
や
暑
さ
に

対
す
る
慣
れ
な
ど
も
影
響
し
ま
す
。
気

温
が
高
く
な
い
日
で
も
、
湿
度
が
高

い
・
風
が
弱
い
日
や
、
ま
だ
暑
さ
に
慣

れ
て
い
な
い
時
は
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
ん
な
日
は
注
意
…

・
気
温
が
高
い

・
湿
度
が
高
い

・
風
が
弱
い

・
急
に
暑
く
な
っ
た

こ
ん
な
人
は
特
に
注
意
…

・
高
齢
者
・
幼
児

・
体
調
の
悪
い
人

・
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
人

～
予
防
法
～

☆
体
調
を
整
え
る

　
睡
眠
不
足
や
風
邪
気
味
な
ど
、
体
調

の
悪
い
と
き
は
暑
い
日
中
の
外
出
や
運

動
を
控
え
ま
し
ょ
う

☆
服
装
に
注
意

　
通
気
性
の
良
い
服
を
着
て
、
外
出
時

に
は
帽
子
や
日
傘
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

☆
こ
ま
め
に
水
分
補
給

　「
の
ど
が
か
わ
い
た
」
と
感
じ
た
と

き
は
、
既
に
か
な
り
の
水
分
不
足
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

　
の
ど
が
か
わ
か
な
く
て
も
定
期
的
に

少
し
ず
つ
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

☆
こ
ま
め
に
休
憩

　
屋
外
で
の
活
動
時
に
は
日
陰
等
を
利

用
し
て
休
憩
し
ま
し
ょ
う

～
熱
中
症
の
症
状
は
？
～

　
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
、
筋
肉
痛
や

大
量
の
発
汗
、
吐
き
気
や
倦け

ん

怠
感
、
重

症
に
な
る
と
意
識
障
害
な
ど
が
起
こ
り

ま
す
。

　
自
分
で
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
毎
日
の
皮
膚
の
乾
燥
や
口
の
中
の
粘

つ
き
、熱
の
有
無
、尿
が
濃
く
な
っ
て
い
な

い
か
ど
う
か
等
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

～
熱
中
症
を
疑
っ
た
ら
～

①
涼
し
い
日
陰
や
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た

室
内
な
ど
へ
移
動
す
る

②
衣
類
を
ゆ
る
め
て
休
む

③
身
体
を
冷
や
す

氷
や
冷
た
い
水
で
ぬ
ら
し
た
タ
オ
ル

を
手
足
に
当
て
る

④
水
分
、
塩
分
を
補
給
す
る

＊
自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、
意
識
が
な

い
場
合
は
直
ち
に
救
急
隊
を
要
請
し

ま
し
ょ
う
。

◎
み
ん
な
で
声
を
か
け
合
い
、
こ
の
夏

も
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

  　
平
成
25
年
度
の
保
険
料
額
の
決
定
通
知
は
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
の
方
、
口
座
振
替
（
普
通
徴
収
）
の
方
は
通
知
書

の
み
を
送
付
し
ま
す
。

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
近
く
の
金
融
機
関
（
南
都
銀
行
・
奈
良

県
農
協
等
）
で
お
納
め
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
の
納
め
方
は
「
年
金
天
引
き
」
か
ら
「
口
座
振
替
」
に
変
更
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
平
成
25
年
７
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
８
月
１
日
以
降
に
使
用

す
る
も
の
は
、
７
月
下
旬
に
郵
送
（
簡

易
書
留
）
し
ま
す
。
紫
色
の
封
筒
で
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
た
被
保
険
者
証

は
、
役
場
に
返
却
す
る
か
、
ハ
サ
ミ
で

細
か
く
切
る
な
ど
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
福
祉
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

平成25年８月１日

昭和13年４月１日

平成25年８月１日

平成25年４月１日

平成26年７月31日

このような被保険者証を郵送します

後
期
高
齢
者
医
療
「
保
険
料
額
」
が
決
定
し
ま
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
！

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
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「
地
元
の
人
に
と
っ
て
川
上
村
っ
て

ど
ん
な
場
所
？
」
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
た
と
き
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

の
依
頼
が
来
ま
し
た
。
「
こ
れ
は
チ
ャ

ン
ス
！
」
そ
う
思
っ
た
私
た
ち
は
、
中

学
生
に
川
上
村
の
気
に
入
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
当
日
、「
川
上
村
の
好
き
な
と
こ
ろ

は
？
」
と
聞
く
と
、
村
外
か
ら
来
た
私
た

ち
に
と
っ
て
想
像
も
つ
か
な
い
答
え
が
、

次
か
ら
次
へ
と
返
っ
て
き
ま
し
た
。

【
長
期
無
事
故
者
】

福
西
　
信
和
（
東
川
）

　
講
演
で
は
、
消
防
隊
員
の
方
に
来
て

い
た
だ
き
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

「
か
き
も
ち
美
味
し
い
」

「
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
が
ど
こ
に
で
も
い
る
」

「
中
奥
川
で
遊
ん
だ
！
」

　
こ
う
し
た
生
徒
た
ち
の
「
川
上
村
の

好
き
な
と
こ
ろ
・
も
の
」
を
集
め
て
で

き
あ
が
っ
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
。
観
光
名

所
や
施
設
が
載の

っ
た
も
の
で
は
な
く
、

個
人
の
「
お
気
に
入
り
」
が
反
映
さ
れ

た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
村
に

行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

　
次
回
は
…「
か
わ
か
も
ん
」っ
て
何
？

（
村
上
　
航
）

ガイドマップ完成！

みんなのお気に入りが詰まってます！

心肺蘇生法を実演

長期無事故者の表彰

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

　
　
　
　
　
　
　
―
労
働
災
害
防
止
大
会
―
　

6
月
24
日
に
「
ふ
る
さ
と 

川
上
村
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
中
学
3
年

生
の
総
合
学
習
の
時
間
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
「
私
た
ち
が
な
ぜ
川
上
村
に
来
た
の
か
」
と
い
う
話
を
さ
せ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。

　
６
月
７
日
に
、
農
業
会
館
（
迫
）
で
第
18
回
川
上
村
労
働
災
害
防
止
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、「
家
族
で
取
り
組
む
災
害
ゼ
ロ
の
村
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
労
働
者
の
安
全
と
健
康
は
家
族
の
幸
福
で
あ
る
と
位
置
づ

け
、
日
頃
か
ら
労
働
災
害
防
止
の
た
め
に
、
家
族
み
ん
な
で
安
全
衛
生
に
つ
い
て

心
が
け
る
と
と
も
に
、
村
民
の
安
全
活
動
の
着
実
な
実
施
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。《
敬
称
略
》

労
働
災
害
を
防
止
し
よ
う
！

労
働
災
害
を
防
止
し
よ
う
！



11

広　報　　　　　　　　　　　　JULY2013かわかみ

　
川
上
村
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
行
く
た
め
に
、
２

人
の
相
談
員
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
利
用
で

き
る
様
々
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
た
め
に
、
専
門
の
生
活
相
談
支

援
事
業
者
と
連
携
し
て
い
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
ん
で
い
な
い
で
、
遠
慮
な
く
ご

相
談
下
さ
い
。

　
障
が
い
者
相
談
員

　
　
松
　
本
　
喜
　
至
（
大
滝
）

　
知
的
障
が
い
者
相
談
員

　
　
中
　
川
　
育
　
子
（
人
知
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

の
ど
か

　

℡

０
７
４
７
・
５
３
・
２
１
５
３

　

役
場
住
民
福
祉
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
も
し
も
の

火
災
発
生
時
に
、
煙
や
熱
を
感
知
し
て

音
声
や
ブ
ザ
ー
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
器

具
で
す
。

　
ご
家
庭
に
は
、
こ
の
器
具
を
設
置
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、器
具
が
能
力
を
発
揮
す
る
に
は

正
し
く
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
正
し
い
場
所
、
正
し
い
位
置
に
取
り

付
け
ま
し
ょ
う
。

〈
設
置
す
る
べ
き
場
所
〉

①
寝
　
室
…
普
段
の
就
寝
に
使
用
す
る

部
屋
。
子
供
部
屋
や
高
齢

者
の
就
寝
に
使
用
さ
れ
る

部
屋
も
対
象
で
す
。

②
階
　
段
…
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の

天
井
部
で
す
。

③
そ
の
他
…
廊
下
（
床
面
積
７
㎡
以
上

で
５
部
屋
以
上
あ
る
階

の
）

※
台
所
に
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
火
を
使
用
す
る
場
所
な
の
で
設

置
す
る
方
が
安
心
で
す
。

　
詳
し
く
は
消
防
本
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

℡

０
７
４
６
（
３
２
）
１
０
１
１

IP

０
７
４
６
（
３
９
）
９
１
０
７

FAX

０
７
４
６
（
３
２
）
０
１
３
０

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
相
談
員

　
奈
良
県
で
は
７
月
１
日
か
ら
８
月
31

日
ま
で
の
２
か
月
間
を
「
愛
の
血
液
助

け
合
い
運
動
」
と
し
て
献
血
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
奈
良
県
内
で
手
術
等
に

必
要
な
血
液
の
量
に
対
し
て
、
86
％
し

か
確
保
で
き
ず
、
補
足
分
は
他
府
県
か

ら
の
助
け
を
受
け
て
い
る
状
態
で
す
。

　
皆
様
の
献
血
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

正
し
く
設
置
し
ま
し
ょ
う

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　平成25年４月から、身体障害者手帳交付対象とならない軽度・中等度難聴児の、きこえの確保と言語

の発達を支援するため、補聴器購入費の助成を行います。

dB 障　害 聞こえの程度

0

10

20 ささやき声

30 軽度難聴

40 普通の会話

50 中等度難聴

60

70 高度難聴 大声

80

90 怒鳴り声

100 ガード下の
鉄道走行音

110 地下鉄走行音

120

130 飛行機の
エンジン

○助成対象者

次の要件をすべて満たす方

・村内に住所を有する18歳未満の方

・両耳の聴力レベルが、原則30デシベル以上で、

身体障害者手帳の交付対象とならない方

○助成対象経費

補聴器（本体及び附属品）の購入費用

※新規購入及び耐用年数（５年）経過後の更新の

ための購入に要する費用が対象です。

　（成長に伴うイヤーモールド交換を含め、修理

に対する助成はありません。）

○補助率

　補助基準額の２／３（1,000円未満切捨て）

○所得制限

　村民税最多納税者の納税額が46万円以上の世帯は

助成の対象外です。　

【お問い合わせ先】役場住民福祉課　℡ ５２－０１１１

軽度・中等度難聴児の補聴器購入費用助成について

助
成
対
象

身
体
障
害
者
手
帳
の
対
象
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

森と水の源流館

★吉野川紀の川しらべ隊

●AQUA SOCIAL FES!!  Presents

　～きれいな吉野川を未来に残そう～ 第２回「水生生物をしらべよう」

　川上村西河の蜻蛉の滝周辺で水生生物をしらべます。

　生き物をしらべて川の水のきれいさもしらべましょう。

※申込先は奈良新聞社又は森と水の源流館

　奈良新聞社（担当：柴田） ℡ ０７４２－３２－２１１２

と　　き　平成25年８月３日（土）①10：00～12：00 ②13：00～15：00

定　　員　各50名（応募多数の場合抽選、７月19日（金）締切必着）小学生～

参 加 費　無料

講　　師　谷　幸三さん

（晴れの国野生生物研究会会長・関西トンボ談話会事務局長）

集合場所　蜻蛉の滝駐車場

●思いっきり！虫をしらべよう！

　蜻蛉の滝周辺で、虫ハカセといっしょに思いっきり虫さがし！

どんな虫が見つかるかな？

と　　き　平成25年８月４日（日）　13：30～16：30

定　　員　50名（応募者多数の場合抽選、７月19日（金）締切必着）小学生～

参 加 費　500円（無料）　川上小・中学校在校生 無料

講　　師　日比伸子さん・古山　暁さん

集合場所　蜻蛉の滝駐車場

（　　　）内は源流人会会員割引価格になります

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

山の学校　達っちゃんクラブ
○木工体験

　山幸彦のもくもく館では、下記の日程に木工体験を開催します。

小さなお子様から楽しめる簡単な木工体験、竹細工を準備してい

ます。ぜひお越し下さい。

と　　き　７月７日（日）・14日（日）・21日（日）・29日（月）

　　　　　８月４日（日）・14日（水）・15日（木）・16日（金）・19日（月）・25日（日）

　　　　　※14日の水曜日は開館いたします

開館時間　午前10時～午後５時

○事前予約不要　体験料200円～1,000円

　　　　　　　　（木工体験の内容によって料金が異なります）

○受付は16時まで（別途入館料必要。体験される方は100円割引有）

入 館 料　大人300円（250円） 小中学生200円（150円） 幼児 無料

　　　　　※（　　）は20名様以上団体割引料金

《もくもく館　℡ ０７４６－５３－２９２９》

匠　の　聚

●木の時計づくり
と　　き　平成25年７月27日（土）

　　　　　13：00～終了まで

体 験 料　3,000円

　　　　　（税込・材料費込）

募集人数　最大15名

講　　師　木彫・松本一平

●ルームプレートづくり
と　　き　平成25年８月３日（土）

　　　　　13：00～終了まで

体 験 料　1,500円（税込・材料費込）

募集人員　最大15名

講　　師　木彫・松本一平

●こども絵画教室
と　　き　平成25年８月５日（月）・

　　　　　６日（火）

体 験 料　2,000円（税込・材料費込）

募集人数　各日10名

　　　　　対象：小学生～中学生

講　　師　日本画・岸上ゆか

●とんぼ玉づくり
と　　き　平成25年８月10日（土）

　　　　　11日（日）・12日（月）

　　　　　10：00～終了まで

体 験 料　1,500円

　　　　　（税込・とんぼ玉１個製作）

募集人数　各日20名

講　　師　彫刻・森野政順

　詳細については、先月号のチラ

シをご覧ください。

ふるさと市開催日

【７月】

13・14・15・20・21・27・28日

【８月】

３・10・11・24・25・31日

　　《役場地域振興課

℡ ５２－０１１１》
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☆からすシリーズ☆

「からすのおかしやさん」「からすのやおやさん」

「からすのてんぷらやさん」「からすのそばやさん」
かこ さとし 著 ／ 偕成社　

【一般書】75年目のラブレター　　　　　　　　　／貴島テル子　著　 ／朝日新聞出版

木育のすすめ　　　　　　／山下　晃功・原　　知子　著　 ／海青社

歳月がくれるもの　　　　　　　　　　／田辺　聖子　著　 ／世界文化社

昨夜のカレー、明日のパン　　　　　　／木皿　　泉　著　 ／河出書房新社

いつも彼らはどこかに　　　　　　　　／小川　洋子　著　 ／新潮社

【児童書】雨がしくしくふった日は　　　　　　　／森　　絵都　作　 ／講談社

かあちゃん取扱説明書　　　　　　　　／いとうみく　作　 ／童心社

◎新しく入った本 図書名／著者名／出版社名

　1973 年の「からすのパンやさん」初版以来 40 年。

　たくさんの子どもたちに親しまれてきた絵本に続きができました。

　４羽の子どもたちは大きくなりそれぞれにお店を持つようにな

りました。

　いろいろな種類の食べものが出てくるのはそのままに、子から

すたちの成長も見どころです。

　図書館では「人と本を結び、人生をより豊かにするため

のお手伝いをする。」を心がけ、運営・活動しています。

今回はその一部を紹介します。

　今年度より月１回のペースでやまぶき保育園の年長児が

そろって本を借りに来てくれています。来館時にはスタッ

フによる読み聞かせと工作などをしています。

　今回の図書館とコラボ！は「６月・雨」をテーマにやま

ぶき保育園の園児たちによる作品を「育児・子育て」関連

の書籍と一緒に展示しています。

　ぜひご覧になってください。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

8

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

７

月

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

【図書館の活動・図書館とコラボ！】

【問い合わせ先】村立図書館　℡ 52－0144



14

広　報　　　　　　　　　　　　JULYかわかみ 2013

　
森
の
中
の
小
さ
な
生
き
物
、
コ
ケ
が
見
せ

る
こ
の
幻
想
的
な
景
観
は
、
水
が
無
い
時
は

耐
え
る
だ
け
耐
え
て
、
水
の
あ
る
時
に
思

い
っ
き
り
働
く
と
い
う
、
あ
る
意
味
思
い
っ

き
り
割
り
切
っ
た
生
き
様
の
た
ま
も
の
で

す
。「
自
然
に
学
ぶ
」
と
言
い
ま
す
が
、
何

か
訴
え
る
も
の
が
森
に
は
あ
り
ま
す
。

　
森
と
水
の
源
流
館
の
源
流
の
森
シ
ア
タ
ー

で
上
映
さ
れ
る
「
源
流
の
水
世
界
」
で
は
、

雨
が
降
り
、
コ
ツ
ボ
ゴ
ケ
と
い
う
コ
ケ
が
葉

を
広
げ
る
様
子
を
、
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
紹
介
し
て
い
る

の
は
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
７
月
13
日
か
ら
９
月
８
日
ま
で
ヘ
ビ

を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
展
「
巳
」
も
開
催
し

ま
す
。機
会
が
あ
れ
ば
併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。

６

月

の

水

源

地

の

森

アオダイショウにも出合いました。
企画展「巳」にもお越し下さい。

林床に目立つ緑のコケ、コウヤノマンネングサは川
上村では普通だが、お隣の京都府では準絶滅危惧種

森と水の源流館だより

残しておきたい川上村の山言葉　其の四十三

「タマ（藤タマ）」筏をつなぐための輪状のもの。藤の蔓
つる

で作る。

※川上村の方言の意味や使い方などについてのご意見をお待ちしております。

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

July, 2013　vol.127

緑の世界になった６月の水源地の森

　
６
月
23
日
に
は
森
の
奥
ま
で
、
下
層
植
生
の
調
査
で
入
り
ま
し
た
。
途
中
雨
が
降

り
出
し
、
森
は
し
っ
と
り
と
濡
れ
て
緑
色
し
か
目
に
入
ら
な
い
幻
想
的
な
姿
に
な
り

ま
し
た
。
地
面
や
岩
を
覆
う
コ
ケ
た
ち
、
木
の
幹
に
び
っ
し
り
と
着
生
し
た
コ
ケ
た

ち
は
、
乾
い
て
い
る
時
は
葉
を
閉
じ
て
、
じ
っ
と
雨
が
降
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。

葉
を
閉
じ
て
い
る
時
、
コ
ケ
た
ち
は
乾
燥
か
ら
身
体
を
守
る
た
め
、
ち
ぢ
こ
ま
り
、

く
す
ん
だ
緑
色
に
見
え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
雨
が
降
る
と
身
体
に
水
分
を
吸
収
す
る

と
同
時
に
、
光
合
成
を
行
う
た
め
に
、
緑
の
葉
を
広
げ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
森
全
体

を
緑
色
に
染
め
て
み
せ
ま
す
。

　
６
月
の
吉
野
川
源
流
―
水
源
地
の
森
は
、
前
半
は
梅
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、
記
録
的

な
雨
不
足
で
、
水
量
が
か
な
り
減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
後
半
に
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降

り
、
い
つ
も
の
森
の
姿
に
戻
り
ま
し
た
。
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みんなで考えよう！川上村の環境
その37　＜水質保全について②～浄化槽の維持管理①＞

活動推進の基本目標

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２．自慢の種と調和する快適・安全な環境を育みます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４．地球環境に対する人類の働きかけの素晴らしい見本となることをめざします。

■維持管理は、何をすれば良いの？

　浄化槽を設置している方は、単独・合併の種類に関わらず、すべての浄化槽に

・保守点検　　（浄化槽機器の点検）　　年３回以上

・清掃　　　　（汚泥の汲み取りなど）　年１回以上

・法定検査　　（放流水の検査）　　　　年１回

　の３点の実施が、浄化槽法で義務付けられています。

　この３点は、年に１回でも浄化槽を使用する限り、実施する義務があります。

■「保守点検」とは？

　浄化槽のあらゆる機器が正常に働いているか点検するもので

す。さらに、汚泥の状況を確認して、汲み取りや清掃時期の判

定、消毒剤の補充等も行います。川上村では、「川上村浄化槽管

理組合」等で保守点検を実施しています。

　詳しくは役場生活環境課（℡ ５２－０１１１）にお問い合わ

せください。

■実施しないとどうなるの？

　「保守点検」は、家庭用の浄化槽では４ヶ月に１回以上行うよう、法律で定められています。実

施を怠ると、機器の故障の原因にもなります。

　また、故障に気づかずそのまま使用していると、浄化槽本来の機能が発揮できず、ほとんど処理

されないまま河川等に排出され、水の汚れの大きな原因にもなってしまいます。

　適正な維持管理に、ご協力をお願いします。

　

※川上村浄化槽管理組合では、

　　単独浄化槽→３回／年

　　合併浄化槽→４回／年　の保守点検を実施しています。

【問い合わせ先】役場生活環境課　　

　　　　　　　℡ ５２－０１１１
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川上村役場職員を募集します

採用予定人数　　１名

職 務 内 容　　本庁等に勤務し、一般事務に従事します。

受 験 資 格　　・昭和49年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ、

　地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しない人

・高等学校卒業程度以上の学力を有する人

提 出 書 類　　①履歴書（市販の履歴書でよい）

②写真２枚（縦４㎝、横３㎝）

③最終学校卒業（見込）証明書　１通

募 集 職 種　　一般事務職

募 集 職 種　　建築技術職

採用予定人数　　１名

職 務 内 容　　本庁等に勤務し、建築事務に従事します。

受 験 資 格　　・昭和49年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ、

　　　　　　　　　地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しない人

　　　　　　　　・１級建築士又は２級建築士の免許を有する者（取得見込みを含む）

提 出 書 類　　①履歴書（市販の履歴書でよい）

②写真２枚（縦４㎝、横３㎝）

③最終学校卒業（見込）証明書　１通

④建築士免許証の写し　１通

◎問合せ先・申込方法等

受 付 期 間　　平成25年８月１日（木）～８月16日（金）（祝日・土・日曜日は閉庁により受付しません）

申 込 先　　吉野郡川上村大字迫1335－7　　川上村役場総務税務課　人事係

※郵送の場合は、「職員採用試験申込み」と必ず封筒に記載し、

　特定記録郵便などの方法で送付して下さい

試 験 期 日　　第１次試験　平成25年９月22日（日）

第２次試験　平成25年10月中旬（第１次試験合格者のみ）

試 験 会 場　　川上村役場（開始時間など、詳しくは受験票の郵送とともに通知）

試 験 科 目　　第１次試験　教養（高卒程度）・適性検査

第２次試験　面接

合 格 発 表　　平成25年10月下旬

採 用 日　　平成26年４月１日

問 合 せ 先　　吉野郡川上村大字迫1335－7

川上村役場総務税務課　人事係　　℡　０７４６－５２－０１１１
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　採用試験を次のとおり実施します。

１　採用人員　消防吏員　１名

２　受験資格　試験区分　　受　験　資　格

消防吏員　　⑴　昭和63年４月２日から平成８年４月１日までの間に生まれた人

⑵　学校教育法に定める高等学校以上の教育課程を平成26年３月末までに

卒業（修了）した人又は、卒業（修了）見込みの人並びに高等学校卒業

程度の学力を有する人

（要件）①日本国籍を有する人

②両眼とも裸眼視力が1.0以上の人又は裸眼視力が0.1以上で矯正視力が1.0以上の人

③赤色、青色及び黄色の識別ができる人

④聴力が左右とも正常な人

⑤心身とも健康で消防活動及び訓練等に耐えられる体力を保持している人

◎次のいずれかに該当する人は、受験できません。

⑴　成年被後見人及び被保佐人

⑵　禁錮以上の刑に処せられ、その執行の終わるまで又は、その執行を受けることがなくなる

までの人

⑶　吉野広域行政組合消防職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過し

ない人

⑷　日本国憲法施行の日以降において、日本国憲法又は、その下に成立した政府を暴力で破壊

することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した人

⑸　その他、地方公務員法に定める欠格条項に該当する人

３　受付期間 平成25年８月１日（木）～12日（月）までの午前９：00～午後４：00　※土・日曜日を除く。

４　申込方法　所定の受験申込書類に必要事項を記入し、消防本部　総務課に直接持参するか、又は書

留で郵送してください。

貼付したものを添えて申し込んでください。

５　提出書類 ・受験票（写真貼付）・志願書（消防本部指定の様式）

・履歴書（写真 縦4.5㎝、横3.5㎝を１枚添付、１枚貼付）

・卒業（見込み）証明書　・成績証明書

※高等学校卒業見込みの人は、志願書及び高等学校統一応募用紙で可能です。

６　試験実施日

〔第１次試験〕と　き　平成25年９月22日（日）　午前９：30 開始

ところ　吉野町大字宮滝17番地の１　吉野広域行政組合消防本部

〔第２次試験〕と　き　平成25年10月26日（土）　午前９：30 開始

ところ　吉野町大字山口910番地　 吉野運動公園総合体育館

７　試験科目　①一般教養試験　②作文　③口述試験（面接）　④体力検査　 

８　発　　表　本人宛通知

９　採用予定　平成26年４月１日

【問い合わせ・提出先】   

〒639－3443 奈良県吉野郡吉野町大字宮滝17番地の1

吉野広域行政組合消防本部（総務課）　℡ ０７４６－３２－１０１１（代表）

吉野広域行政組合消防吏員の採用試験実施 〔願書締切 ８月12日〕
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期
　
間
　
平
成
25
年
７
月
21
日
～
８
月
31
日

と
こ
ろ
　
吉
野
川
及
び
支
流
の
河
川
敷

　
美
し
い
吉
野
川
を
守
る
た
め
、
遊
ん
だ
後
の
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
な
ど
マ
ナ
ー

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
環
境
政
策
課　
　

℡

０
７
４
２
・
２
７
・
８
７
８
３

　
　
　
　
　
　
　
　

役
場
生
活
環
境
課　

℡

０
７
４
６
・
５
２
・
０
１
１
１

吉
野
川
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

介護職員の日々雇用職員・嘱託職員を募集します。

職　種　◆　介護職

資　格　◆　年齢不問

◆　日々雇用職員　　　・資格は問いません

◆　嘱託介護職員　　　・ヘルパー２級以上

給　与　◆　日々雇用職員　　　・時給／870円～　早出・遅出は100円増

◆　嘱託介護職員　　　・144,800円～

時　間　◆　日々雇用職員　　　・７：00～19：00内で３～８時間（時間応相談）

◆　嘱託介護職員　　　・７：00～19：00内で８時間

休　日　◆　ローテーション制で週休２日制

待　遇　◆　日々雇用職員　交通費5,000円迄支給

◆　嘱託介護職員　通勤手当・夜勤手当　　賞与１ヶ月分（半年）・社会保険等

勤務地　◆　吉野郡吉野町楢井605-1番地

【お問い合わせ】さくら苑　香束・橋場　℡ ０７４６－３２－８９５０

さくら苑の職員を募集します

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
25
年
度
第
２

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中

で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。

　
お
気
軽
に
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

℡

０
７
４
２
・
２
０
・
７
８
７
０

　
6
月
30
日
に
、や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
（
宮

の
平
）
内
外
で
「
第
11
回
お
は
な
し
カ
ー

ニ
バ
ル
in
吉
野
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
吉
野
町
お
は
な
し
ラ
ン
ド
　

カ
ン
ブ
リ
ア
・
川
上
村
お
は
な
し
の
会
　

雫
・
芽
・
東
吉
野
村
子
ど
も
の
城
文
庫
　

ら
ぴ
ゅ
た
で
構
成
す
る
「
吉
野
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ほ
ほ
ん
」
が
主
催
し

た
も
の
で
す
。

第
11
回
お
話
し
カ
ー
ニ
バ
ル

in

吉

野
　

放

送

大

学

～
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
～

おはなし会「雫」の人形劇
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募集種目

◆一般曹候補生　《男女共通》

　（受付期間）平成25年８月１日～９月６日

◆自衛官候補生

　（受付期間）男子　試験日により締切日が異な

ります。細部はお問い合わ

せください。

　　　　　　　女子　平成25年８月１日～９月６日

◆航空学生　　　《男女共通》

　（受付期間）平成25年８月１日～９月６日

【問い合わせ先】

自衛隊奈良地方協力本部

五條地域事務所　℡ ０７４７－２２－３７８９

自衛官募集のご案内

特
　
選
　
春
の
服
着
て
文
楽
を
観
に
行
け
り
　
　
　
　
　
古
瀬
　
和
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
春
の
服
が
こ
の
一
句
に
は
よ
く
似
合
っ
て
い
る
。
こ
の
季
語
に
よ
っ

　
　
　
て
作
者
が
如
何
に
浮
き
浮
き
し
た
心
で
、
そ
れ
も
文
楽
と
言
う
古

　
　
　
典
演
芸
に
行
く
心
映
は
す
ば
ら
し
い
。

特
　
選
　
池
浚
へ
鯉
も
井
守
も
避
難
さ
せ
　
　
　
　
　
　
古
瀬
　
和
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
こ
の
句
の
井
守
は
出
色
で
あ
る
。
永
年
棲
み
つ
い
た
井
守
も
一
時

　
　
　
避
難
の
鯉
と
一
緒
に
移
し
た
の
だ
。
そ
こ
に
作
者
が
し
っ
か
り
居

　
　
　
る
の
が
う
れ
し
い
。
井
守
へ
の
愛
だ
。

特
　
選
　
朝
日
よ
り
早
く
起
き
来
て
茶
摘
か
な
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
朝
日
よ
り
早
く
だ
か
ら
午
前
五
時
頃
で
あ
ろ
う
か
。
生
活
と
は
こ

　
　
　
の
様
な
こ
と
で
あ
る
。
少
し
湿
っ
て
い
る
元
気
の
よ
い
茶
の
新
芽

　
　
　
が
目
に
見
え
る
。
働
く
句
は
強
い
。

佳
作
　
柿
若
葉
茶
粥
う
ま
し
と
ふ
い
の
客
　
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

　
　
　
久
の
客
季
節
の
香
り
豆
御
飯
　
　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

　
　
　
梅
雨
の
空
烏
に
追
は
れ
鳶
逃
ぐ
る
　
　
　
　
　
　
辻
井
　
清
子
（
大
　
滝
）

入
選
　
緑
濃
き
日
差
し
が
は
ね
て
ま
ぶ
し
か
り
　
　
　
　
望
月
　
彰
美
（
　
迫
　
）

　
　
　
ア
マ
リ
リ
ス
い
つ
の
間
に
や
ら
五
輪
咲
き
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

　
　
　
薫
風
や
屈か

が

み
仕
事
の
夛お

お

け
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

　
　
　
藷
な
ん
ぞ
挿
さ
ぬ
と
告
げ
て
苗
物
屋
　
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）

　
　
　
梅
雨
晴
の
朝
半
月
を
見
上
げ
け
り
　
　
　
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

と　き　平成25年８月７日（水）　午前10時～11時30分

ところ　やまぶき保育園（宮の平）

内　容　「園児と一緒に水遊び」

【問い合わせ先】やまぶき保育園　℡ ５２－００１９　　役場住民福祉課　℡ ５２－０１１１

の び っ 子 広 場

　法務省主唱の「社会を明るくする運動～犯罪や

非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～」

は今回で63回を迎えます。

　「更生保護の日」である７月１日からの１か月

を強調月間として、全国各地でさまざまな催しが

実施されています。

　地域住民の連帯を強め、犯罪予防

運動を展開し、犯罪や非行の防止

と、就労支援など犯罪や非行に陥っ

た人たちの立ち直りを助けることへ

の理解と協力を訴えていきます。

【問い合わせ先】

役場住民福祉課　℡ 52－0111

社会を明るくする運動
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６月30日現在

人口総数 1,660 人 （－５ 人 ）

　 男　 　 785 人 （－５ 人 ）

　 女　 　 875 人 （－３ 人 ）

世 帯 数　 870世帯（－２世帯）

６月中の異動

転　入 ６人　　　転　出 ４人

出　生 ０人　　　死　亡 ７人

広　報　　　　　　　　　　　　JULYかわかみ 2013

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

下
辻
　
ミ
サ
ヱ
（
柏
　
木
）

６
月
６
日
　
90
歳

山
下
　
キ
ヨ
コ
（
上
多
古
）

６
月
13
日
　
83
歳

土
井
　
惠
美
子
（
大
　
迫
）

６
月
15
日
　
77
歳

新
井
　
健
道
　
（
西
　
河
）

６
月
27
日
　
88
歳

森
口
　
元
實
　
（
東
　
川
）

６
月
27
日
　
93
歳

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
期
は
８
期

（
７
月
～
翌
年
２
月
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
納
付
書
は
、
７
月
中
旬
に
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
送
付
し
て
い
る
納
付
書
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
た
だ
し
、
第
１
期
に
全
納
さ
れ
た
方
は
納
付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
住
民
福
祉
課
・
総
務
税
務
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第

１
期
）、固
定
資
産
税（
第
２
期
）の
納
期
限
７
月
31
日（
水
）で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
か
ら

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）

10
万
円 

　
上
西
　
　
通
（
柏
　
木
）

亡
母
の
供
養
と
し
て

　
広
報
か
わ
か
み
５
月
号
の
５
ペ
ー
ジ

と
６
月
号
の
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し

た
英
語
補
助
の
デ
イ
ビ
ッ
ト
先
生
の
名

前
が
「
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
カ
プ
ラ
ラ
」
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
デ

イ
ビ
ッ
ト
・
カ
パ
ラ
ラ
」
で
し
た
。

　
訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
広
報
編
集
委
員
会

訂
正
と
お
詫
び


